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「
平
泉
の
文
化
遺
産
」が
イ
コ

モ
ス
か
ら
登
録
延
期
を
勧
告
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
高
橋
町
長

は
文
化
庁
を
訪
問
し
、
登
録
に

向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
を
要

請
し
ま
し
た
。
ま
た
同
日
、
当

町
と
県
、
一
関
、
奥
州
両
市
の

担
当
者
が
文
化
庁
を
訪
れ
、
同

庁
、
外
務
省
の
担
当
者
と
今
後

の
対
応
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

国
、
県
、
３
市
町
が
共
通
認

識
を
持
ち
、
登
録
に
向
け
て
反

論
資
料
の
作
成
を
早
急
に
行
う

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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達
増
拓
也
県
知
事
と
当
町
、一
関
、

奥
州
両
市
の
首
長
が
６
月
５
日
、
東

京
都
内
に
あ
る
世
界
遺
産
委
員
国
の

駐
日
大
使
館
を
訪
れ
、
逆
転
登
録
に

向
け
て
大
使
ら
に
協
力
を
要
請
し
ま

し
た
。

　

訪
れ
た
の
は
、
世
界
遺
産
委
の
副

議
長
国
を
務
め
る
ケ
ニ
ア
と
イ
ス
ラ

エ
ル
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ペ
ル
ー
の
４

カ
国
と
、
委
員
国
の
ブ
ラ
ジ
ル
、
エ

ジ
プ
ト
・
ア
ラ
ブ
の
計
６
カ
国
の
大

使
館
。
駐
日
大
使
ら
か
ら
は
「
平
泉

の
美
と
平
和
の
理
念
は
素
晴
ら
し

い
」
と
理
解
を
示
す
反
応
が
得
ら
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。
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世
界
遺
産
登
録
に
向
け
、
住
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
協
議
す
る
町
世
界
遺
産
地
域

協
議
会
が
６
月　

日
、
町
役
場
で
開

11

か
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
観
光
、
商
工
業
、
農
業
、

住
民
団
体
の
代
表
者
や
県
、
町
職
員

ら　

人
が
出
席
。
逆
転
登
録
を
目
指

20
し
て
取
り
組
み
を
続
け
て
い
く
こ
と

を
確
認
。
世
界
遺
産
委
の
審
議
結
果

が
登
録
と
な
っ
た
場
合
、
決
定
日
の

　

時
か
ら
Ｊ
Ｒ
平
泉
駅
前
で
報
告
会

19を
開
き
、
登
録
以
外
の
場
合
は
理
由

を
把
握
し
た
上
、
日
を
改
め
て
開
く

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

審
議
結
果
が
出
る
前
の
７
月
上
旬

に
は
、
町
民
を
挙
げ
て
草
刈
り
な
ど

の
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
も
決
定
し

ま
し
た
。
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県
教
委
と
当
町
、
一
関
、
奥
州
両

市
の
担
当
職
員
ら
が
６
月　

―　

日

10

14

の
日
程
で
、
逆
転
登
録
に
向
け
た
対
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�
ペ
ル
ー
の
特
命
全
権
大
使
（
左
）
に
登
録
へ
の
協
力
を
要

　

請
す
る
（
同
２
人
目
か
ら
）
達
増
拓
也
県
知
事
、
高
橋
平

　

泉
町
長
、
浅
井
東
兵
衛
一
関
市
長
、
相
原
正
明
奥
州
市
長
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登録を目指し取り組みを続けることを確認した町世界遺産地域協

3 �� ������

応
に
つ
い
て
協
議
す
る
た
め
、
パ
リ

の
ユ
ネ
ス
コ
日
本
政
府
代
表
部
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

委
員
国
へ
の
働
き
掛
け
の
中
心
と

な
る
同
代
表
部
の
近
藤
誠
一
特
命
全

権
大
使
を
訪
問
。「
平
泉
の
文
化
遺

産
」
の
価
値
を
委
員
国
に
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
の
説
明
資
料
の
作
成
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

渡
仏
し
た
県
教
委
の
中
村
英
俊
文

化
財
・
世
界
遺
産
担
当
課
長
は
「
大

使
に
は
説
明
資
料
の
材
料
と
な
る
情

報
を
十
分
提
供
で
き
た
と
思
う
」
と

し
、委
員
国
の
理
解
を
得
る
に
は「
イ

コ
モ
ス
の
勧
告
に
対
す
る
論
理
的
な

反
論
を
ベ
ー
ス
に
、
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
」
と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

　

平
泉
商
工
会
青
年
部
や
各
種
団
体

が
開
催
を
呼
び
掛
け
た
平
泉
町
民
誓

願
参
拝
の
会
が
６
月　

日
、
中
尊
寺

21

金
色
堂
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
民
約

６
０
０
人
が
集
ま
り
、
世
界
遺
産
登

録
支
援
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
登
録

実
現
へ
の
願
い
、
文
化
遺
産
継
承
へ

の
誓
い
を
胸
に
参
拝
し
ま
し
た
。

　

金
色
堂
前
で
撮
影
さ
れ
た
参
拝
者

の
集
合
写
真
は
、
世
界
遺
産
委
員
会

に
町
民
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
持
参

さ
れ
ま
す
。
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外
務
省
広
報
文
化
交
流
部
の
山
本

忠
通
部
長
が
６
月　

日
に
当
町
を
訪

20

れ
、
当
町
、
一
関
、
奥
州
両
市
の
首

長
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協

議
し
た
後
、
中
尊
寺
や
毛
越
寺
な
ど

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

山
本
部
長
は
、
委
員
国
へ
の
説
得

力
あ
る
説
明
に
向
け
、当
町
を
訪
問
。

「
浄
土
が
ど
う
い
う
も
の
か
実
感
で

き
た
」
と
し
、
委
員
各
国
に
あ
る
日

本
大
使
館
を
通
じ
て
働
き
掛
け
る
考

え
を
示
し
ま
し
た
。
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���７月６日（日）
　　　※地区や団体で実施する場合、時
　　　　間・場所などは各行政区・各種
　　　　団体の指示に従ってください。
���家の周りや道路等の清掃、除草や
　　　花壇の整備など
�������世界遺産推進室
　　　　　　　�46-2218

誓願参拝に参加するため中尊寺金色堂前に集まった町民約600人

　

７
月
２
日
か
ら
カ
ナ
ダ
の
ケ

ベ
ッ
ク
で
開
か
れ
る
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
委
員
会
で
「
平
泉
の

文
化
遺
産
」
の
登
録
可
否
の
審

議
は
、
現
地
時
間
の
６
日
か
７

日
に
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
カ

ナ
ダ
と
の
時
差
は　

時
間
あ
る

13

た
め
、
日
本
時
間
で
は
７
日
未

明
か
ら
８
日
未
明
に
な
る
見
通

し
で
す
。

　

町
で
は
今
後
も
引
き
続
き
、

外
務
省
や
文
化
庁
、
県
、
一
関
、

奥
州
両
市
と
連
携
し
、
世
界
遺

産
登
録
の
実
現
に
向
け
、
最
大

限
の
努
力
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

当
町
と
県
、
一
関
市
、
奥
州

市
、
そ
れ
に
３
市
町
の
観
光
協

会
、
県
南
広
域
振
興
局
の
合
同

に
よ
る
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
７
月

　

、　

の
両
日
、
世
界
遺
産
登

19

20

録
の
可
否
に
か
か
わ
ら
ず
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

初
日
は
旧
観
自
在
王
院
庭
園

を
メ
ー
ン
会
場
に
、
郷
土
芸
能

や
太
鼓
披
露
な
ど
を
予
定
。
第

２
部
で
は
書
道
家
武
田
双
雲
さ

ん
の
記
念
ト
ー
ク
、
姫
神
の
記

念
ラ
イ
ブ
、
町
内
女
性
団
体
の

「
平
泉
ふ
る
さ
と
踊
り
」も
行
い

ま
す
。
２
日
目
は
水
か
け 
神
輿 
み
こ
し

を
繰
り
広
げ
ま
す
。
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